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市
報ひがしまつしま

HIGASHIMATSUSHIMA PUBLIC RELATIONSみんなの心と力をひとつに

～復興まちづくり計画・事業の進ちょく状況報告～

「復興」と「安心・安全」を
ともに実感できる東

ま ち
松島を目指して

　震災からの一日も早い復興を目指して事業が進む中、昨年は市内で移転者数が最多の防災集団移転団地あおい
地区の宅地引き渡しが完了しました。今年5月からは野蒜北部丘陵地区の一部で自立再建住宅用地の引き渡しが順
次始まります。また、今年春開校する宮野森小学校の校舎も、12月までには完成の見通しとなっており、様々な点で
復興が実感できるようになると期待されます。

　今号の特集では、野蒜北部丘陵地区の移転団地の整備進ちょく状況や大曲地区の道路の整備状況、一般社団法
人東松島みらいとし機構（ＨＯＰＥ）の事業実績報告などをお知らせします。
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安全で快適な市街地を目指して

　野蒜北部丘陵団地の整備については、ベルトコンベヤーにより、発生土排出
の作業が当初の予定よりも早まるなど、全体的な効率化が実現したため、工期
が短縮されました。
　同団地の自立再建住宅用地は西部と中央の各一部が当初予定していた平成
28年７月から、５月末に整備が完了する予定になりました。東部も29年１月だっ
たのが28年11月末に整備完了する見通しです。
　また29年６月、11月に整備が予定されていた同団地内の災害公営住宅も工
期変更となり、29年６月に82戸、８月に88戸がそれぞれ完成する見通しです。

工期が１～２カ月短縮
今年5月から宅地引渡し開始

至新東名

至新東名

松島湾

至大塚

至中下

至中下

野蒜北部丘陵団地 設計の概要

計画人口：約１３７０人
計画戸数：	 ４４８戸（防災集団移転：２７８戸）
	 （災害公営住宅：１７０戸）

土地利用計画（面積）
用地区分 地積（ha） 構成比率（％）

公共用地
道路 14.8 16.2

公園・緑地 51.7 56.5
水路 0 0
計 66.5 72.7

宅地
宅地 5 5.5
保留地 20 21.8
計 25 27.3

合計 91.5 100
・減歩率：約94.2％（公共減歩：71.0％、保留地減歩：23.2％）

作業効率化でスピードアップ

　
今
年
は
造
成
面
積
が
最
大
の「
野
蒜
北
部
丘
陵
団
地
」で
自

立
再
建
住
宅
用
地
や
災
害
公
営
住
宅
用
地
の
造
成
が
完
成
し

ま
す
。同
団
地
で
は
整
備
完
了
時
期
が
当
初
の
予
定
よ
り
１
～

２
カ
月
早
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
市
で
は
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、安
全
で
快
適
な

市
街
地
の
造
成
を
心
が
け
て

い
ま
す
。今
後
も
、被
災
し
た

皆
さ
ん
の
一
日
も
早
い
住
宅

再
建
が
可
能
に
な
る
よ
う
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。 野

蒜
北
部
丘
陵
団
地

区
画
整
理
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況

「野
の び る が お か

蒜ケ丘」
新住所は

です

■土地区画整理事業に関する問　復興都市計画課都市整備班　☎内線１475

　新しい住所の名称は、昨年７月に募集し、集まった１０３
点から野蒜北部丘陵振興協議会住所表記検討委員会で
10点に絞り、野蒜北部丘陵団地に移転する皆さんを対
象に投票を行い、「野

の び る が お か

蒜ケ丘」に決定しました。
　なお同団地の東部が一丁目、中央部が二丁目、西部
が三丁目になります。

「野
の び る が お か

蒜ケ丘」
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整備進む　大曲地区の高盛土道路
工事事業完了 「石巻工業港線」は平成28年中 「大曲・堺堀線」平成29年中

　市は大曲地区に、津波から市街地を守り、避難道路としても活用できる高盛土道路の「石巻工業港線」
と「大曲・堺堀線」を整備しています。事業が完了するのは、石巻工業港線が28年中、大曲・堺堀線は29年
中の予定です。

■問　建設課道路公園整備班　☎内線2210

寺
沼
線

石巻工
業港線

矢本大
曲線

大
曲・堺

堀
線

石巻市

東松島市

矢本運動公園
国道4

5号線

航空自衛隊
松島基地

②

①

至
仙
台

至
赤
井

至
定
川
橋

至
石
巻
工
業
港

定川
大橋

Ｎ

大曲地区高盛土道路整備概要図
○ …下の写真の撮影地点および方向

　石巻工業港線は津波からまちを守るための多重防御施設の3線堤
として整備を進めています。大曲地区の南北上運河沿いを走り、県道
石巻工業港矢本線の北側１２６０メートルになります。ＴＰ（東京湾平均
海面）は約３.５メートルの高さとなり、南北道路として整備が進む寺沼
線、大曲・堺堀線と交差します。
　幅員10.５メートルの上下各１車線で、車道は２.75メートル。渋滞時
にも緊急車両の通行ができるように路肩に余裕を持たせています。北
側には幅２.５メートルの歩道を設置します。

　大曲・堺堀線は有事の際には避難道としても活用できる南北に伸び
た道路です。延長１２００メートルで県道石巻
工業港矢本線と県道（矢本大曲線）をつな
ぎます。
　幅員10.５メートルの上下各１車線で、車
道は３メートル。東側には幅約２.５メートル
の歩道を整備します。

石巻工業港線の概要 大曲・堺堀線の概要
① ②
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一般社団法人東松島みらいとし機構（愛称：HOPE）
平成２７年度における活動・事業を報告します

　東日本大震災からの「創造的復興」を目指して、震災前よりも良い東松島市を創るため、
HOPEは行政と市民、民間企業や学術研究機関をつなぐ「中間支援組織」として様々な取組
みを行っています。
　設立から４年目を迎えたHOPEの27年度における活動・事業について報告します。

■問　一般社団法人東松島みらいとし機構（HOPE）　☎98-7311
　ホームページ　URL:http://hm-hope.org/
　フェイスブック　URL:http://www.facebook.com/hmhope.org

民間活力の導入と市民ニーズのマッチング機能
　HOPEに参加している民間企業が持つ知見やリソースを市民の皆さまのニー
ズとマッチングさせる窓口を担っています、被災跡地に大麦を栽培し、新たな産
業を生み出すことを目指す「希望の大麦プロジェクト」や、ICT技術を応用し漁業
の効率化を図る「漁獲状況確認システム」の実証実験など、民間企業と協働しな
がら地域課題の解決に向けた取組みを進めています。

地域産業の
持続・再生
プロジェクト

ふるさと納税を創造的な復興まちづくりに活用
　震災前よりもより良い東松島市を創るため、全国の皆さんからお寄せいた
だいた「ふるさと納税寄附金」をまちづくりへ活用していきます。寄附に対す
る御礼の品としてお贈りする「牡蠣」「海苔」など東松島市を代表する特産品
が人気を集めており、お寄せいただいた寄附金額は昨年度と比べておよそ３
倍に増えています。

東松島市
ふるさと
納税

東松島の新産業、楽しく広げる刺
ししゅう

繍の輪
　平成25年2月、東松島市内の子育て中の主婦が中心となって結成し、現在65
人で活動する「東松島ステッチガールズ」が、刺繍作品の製作・販売を通じてまち
おこしを行う事業です。
　被災地の女性に生きがいと雇用を創出し、震災で失われたコミュニティの再生
と参加者のメンタルケアに資する、復興庁にも認められた先導モデル事業です。

東松島
ステッチ
ガールズ

エネルギーの地産地消による防災自立都市へ
　「市営柳の目東住宅」への電力供給および電気料金の管理業務をおこなって
います。電力は電力会社から一括受電し、自営線により各戸へ供給しています。
　将来的には、周辺の病院や公共施設を結んでCEMS制御での電力供給を
企図し、エリア内にある太陽光発電（470kw）などを用いたエネルギー地産
地消も進めていく予定です。

スマート防災
エコタウン
電力マネジメント

　震災により減少した定住人口の増加を目指して、若年層が結婚、出産、子育て
をするために「住みやすい」「定住したい」と思えるまちづくりを目指します。
　その一環として定住促進の先進事例を調査し、東松島市に適した施策を検討
します。また、すでに顕

けんざい

在化している未婚化や晩婚化の解消施策として、婚活イ
ベントや婚活セミナーを開催しています。

定住促進
（婚活）
事業

東松島市×バンダ・アチェ市（インドネシア）の相互復興プログラム
　2004年スマトラ島沖地震・大津波で大きな被害にあったバンダ・アチェ市との
協力関係を深め、両市の復興と発展のきっかけとすることを目指しています。そ
のために復興と発展にかかわる様々な分野で知識交換・対話の機会をつくり、ま
た、OJT研修員を受け入れ、草の根レベルで互いのまちの知識と経験を共有し
ています。

ＪＩＣＡ
草の根技術
協力事業

東松島みらいとし機構（HOPE）の役割を図にしてみると…

何もしないと
急速に悪化する

震災前の状態を
維持できるか

復興バブル

震災前：
徐々に悪化

震災をバネによりよい
東松島を創る

年
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）▼

小
野
尚
志（
大
島
）

【
行
政
区
協
力
員
】９
人

山
口
千
寿
子（
東
大
溜
）▼
千
葉
昌

男（
下
町一）▼
菊
田
順（
下
町
四
）▼

金
子
浩
子（
下
町
五
）▼
玉
河
美
代
子

（
関
の
内
二
）▼
小
野
寺
富
久
子（
関

の
内
三
）▼
加
曽
利
善
雄（
前
里
）▼

木
村
博
和（
南
二
）▼
八
木
喜
治（
大

塚
）

【
地
区
自
治
会
役
員
】８
人

齋

と
よ
子（
横
沼
）▼
山
口
功（
南

新
一
）▼
小
山
陽
三（
南
新
二
）▼
石

井
典
男（
大
塚
）▼
大
山一之（
大
塚
）

▼
八
木
進（
大
塚
）▼
石
垣
弘
司（
大

塚
）▼
奥
田
純
也（
大
塚
）

【
地
域
内
の
公
共
施
設
及
び
周
辺
の

除
草
清
掃
活
動
等
に
積
極
的
に
取

り
組
み
地
域
の
環
境
美
化
に
寄
与
】

６
人

鈴
木
裕
子（
上
町一）▼
佐
々
木
勝（
下

浦
）▼
松
川
正
孝（
前
里
）▼
熱
海
洋

市（
上
納
）▼
及
川
ふ
み
子（
横
沼
）▼

髙
橋
繁
雄（
大
塚
）

【
高
齢
者
の
た
め
敬
老
会
等
福
祉
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
地
域
の

社
会
福
祉
推
進
に
寄
与
】１
人

邊
見
洋
子（
上
町一）

【
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
思
想
の

啓
発
に
努
め
ら
れ
犯
罪
の
未
然
防

止
と
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
】４
団
体

小
野
地
区
防
犯
実
働
隊
▼
牛
網
地

区
防
犯
実
働
隊
▼
上
下
堤
地
区
防

犯
実
働
隊
▼
野
蒜
地
区
防
犯
実
働

隊

平
成
27
年
春
の
叙
勲
受
章
者

【
旭
日
双
光
章
】２
人

大
森
榮
治
郎（
元
矢
本
町
長\

柳
下
）

▼
櫻
井
茂（
元
矢
本
町
議
会
議
員\

関
の
内
三
）

【
瑞
宝
単
光
章
】２
人

菅
野
清
光（
元
各
種
統
計
調
査
員\

駅
前
）▼
八
木
き
み
ゑ（
元
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム「
和
香
園
」介
護
員\

小

野
上
）

高
齢
者
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】１
人

佐
藤
寛（
元
矢
本
町
立
矢
本
第
二
中

学
校
長\

南
新
二
）

第
24
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】１
人

加
藤
光
一(

元
航
空
自
衛
官\

小
野

下) 

【
瑞
宝
単
光
章
】１
人

志
田
壽
昭(

元
航
空
自
衛
官\

中) 

第
25
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】３
人

宇
井
啓
支（
元
石
巻
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
消
防
監\

西
新
町
）▼
大

類
重
克（
元
航
空
自
衛
官\

上
町一）

▼
武
川
信
次（
元
陸
上
自
衛
官\

東

名
）

【
瑞
宝
単
光
章
】１
人

佐
藤
正
利（
元
航
空
自
衛
官\

河
戸
）

平
成
27
年
大
臣
表
彰
受
賞
者

【
法
務
大
臣
表
彰
】１
人

宮
里
若
枝(

人
権
擁
護
委
員\

里
北)

平
成
27
年
文
化
の
日
知
事
表
彰
受
賞
者

【
地
方
自
治
功
労
】２
人

渥
美
巖（
宮
城
県
議
会
議
員\

南
三
）

▼
古
川
泰
（
市
議
会
議
員\

小
野

上
）

【
民
生
安
定
功
労
】１
人

齋
藤
あ
や
子（
民
生
委
員
児
童
委
員

\

柳
上
）

り
子
ど
も
交
流
委
員
会
▼
Ｎｏｒ
ｄ

ｅｎ
社
▼
株
式
会
社
西
條
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
▼
株
式
会
社
尾
形
組
▼

株
式
会
社
成
田
デ
ン
タ
ル
▼
社
団
法

人
全
国
信
用
金
庫
協
会
▼
西
野
好

典
▼
森
田
昭
二
▼
社
会
福
祉
法
人
東

松
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
▼
特
定

非
営
利
活
動
法
人
児
童
養
護
施
設

支
援
の
会
▼一般
財
団
法
人
Ｃ・Ｗ・

ニ
コ
ル・ア
フ
ァ
ン
の
森
財
団
▼
ロ
バ
ー

ト
・ボ
ッ
シ
ュ
Ｇ
ｍ
ｂ
Ｈ
▼一
般
社
団

法
人
東
松
島
市
建
設
業
協
会
▼
市

消
防
団
▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人

チ
ー
ム
東
松
山
▼
エ
ボ
ニッ
ク
グ
ル
ー

プ
▼
復
興
支
援
団
体
プ
ラ
ス
ネ
オ
▼

市
制
施
行
10
周
年
記
念
表
彰
状
贈
呈
者

【
市
制
記
念
】５
人

髙
橋
宗
司（
元
青
山
学
院
大
学
学
生

\

若
葉
）▼
大
崎
喜
三（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
松
島
市
体
育
協
会
顧
問\

上
町一）

▼
大
森
宣
勝（
東
松
島
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
委
員
長\

上
町
二
）

▼
菅
原
良
光（
元
市
青
少
年
健
全

育
成
市
民
会
議
会
長\

表
）▼
土
井
正

（
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
ハ
ラ
ハ
ラ
シ

ン
ガ
ー
ズ
」リ
ー
ダ
ー\

下
町一）

【
震
災
特
別
】２
人・２６
団
体

株
式
会
社
橋
本
道
路
▼
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

Ｋ
社
▼
小
林
製
薬
株
式
会
社
▼
明
和

工
業
株
式
会
社
▼
更
別
村
ど
ん
ぐ

平
成
２７
年
市
政
功
労
者
表
彰

※掲載順／氏名〈または団体名〉（役職等／行政区等） ※敬称・読みがなは省略します。また、行政区等については、住民登録地の行政区等を表記しています。なお、市外在住の方は氏名のみの表記となります。

▲受賞者代表であいさつする髙
たかはし

橋宗
そ う し

司さん

　昨年11月７日(土)､平成２７年東松島市市制施行10周年記念式典並びに市政功労者表彰式が､市コミュ二ティセンターを会場に開催されました｡
27年度は､市制施行10周年記念式典と市政功労者表彰式を併せて行い、来賓をはじめ関係者などおよそ220人が参加｡阿部市長から7個人と26
団体に市制施行１０周年記念表彰状が、6個人と17団体に市制施行10周年記念感謝状が、また、39個人と1団体に市政功労表彰状が、27個人と5
団体に市政功労感謝状が手渡されました。
　ここでは､表彰式で受賞された皆さんと、各種叙勲受章者および大臣表彰受賞者を紹介します。

特集 復興まちづくり計画・事業の進ちょく状況報告市報ひがしまつしま 2016 年（平成 28 年）2 月 1 日号
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平成28年度各種検診等申込書の送付　～２月10日(水)まで申し込みください～

まちの情報広場 市報ひがしまつしま 2016 年（平成 28 年）２月 1 日号

○毎年受けて元気な毎日を
　平成26年の東松島市の死亡原因は、1位：悪性新生物（がん）、2位：心
疾患、3位：肺炎、4位：脳血管疾患です。
　がんや、心疾患・脳血管疾患の原因になる高血圧、
高血糖などには自覚症状がありません。知らないうち
に病気の兆しが出ている可能性も…。早期に発見する
方法は、健診やがん検診などの検査しかありません。
年に1回は必ず受けましょう。

○健康診査（特定健診）
　健診のいちばんの大きな目的は、病気の発見よりも病気の予防にあり

ます。高血圧や高血糖、さらには心疾患、脳血管
疾患などが起こる原因には、食事や運動をはじ
めとする生活習慣が深く関係しています。健診
を毎年受けて、自分の健康状態を知り、生活習
慣を見直しましょう。

○がん検診
　日本人の2人に1人ががんにかかり、3人に1人ががんで亡くなる時代で
す。しかし、がんは早期発見、早期治療を徹底することで、半数以上は完治
する病気です。また、早期に発見することで、治療にかかる時間と医療費も
少なくなります。そのためには、がん検診を定期的に受けることが必要で
す。あなたと、あなたの大切な人のために、がん検診を受けましょう。そして、
精密検査が必要となった場合は、必ず受けるようにしましょう。

○健康づくりを応援します
　市では、皆さんの健康づくりを応援しています。「健診結果の見方につ
いて知りたい」「体重を減らしたい」などの相談がありましたら、気軽に保
健師、栄養士に相談ください。また、健診結果により、対象の方には健診
結果説明会や重症化予防のための受診をおすすめする案内を配布して
います。一緒に健康づくり、病気の予防に取り組んでいきましょう。

■問　健康推進課健康指導班　☎内線3106

　平成28年度の各種検診等申込書を、1月末までに各世帯に郵送し
ています。対象者は、平成29年４月１日時点で19歳以上の方です。
　この申込書で、各種がん検診、健康診査等の申し込みを受付し
ます。申込書は受診希望の有無にかかわらず、2月10日（水）までに
返信用封筒で返信してください。
　期日までに申込書が提出されない場合、4月中旬実施予定の胃が
ん検診などに必要な受診票が届かなくなり、また、受診できないこと
もありますので、期日までに必ず申込み手続きをしてください。
※転入等により検診申込書が届いていない方は、下記まで連絡くだ
　さい。
■問　健康推進課健康推進班　☎内線3109・3110

■
申
込
書
様
式
イ
メ
ー
ジ（
例
）

健康診査（特定健診）・がん検診を受けましょう

まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

■年齢別健康診査受診フロー
【
共
通
】職
場
で「
事
業
者
健
診
」が
あ
る
場
合
は
、職
場
の
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
事
業
者
健
診
は
、市
で
実
施
す
る
健
診
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
）

いいえ

はい

いいえ

自己負担金　2,000円
※詳細検査希望の方は追加料金あり

自己負担金
■40歳～64歳　2,000円
■65歳～69歳　1,500円
■70歳～74歳　　500円
※詳細検査希望の方は追加料金あり

医療保険者により自己負担額が
違います

はい

（特定健診）

全員に受診票を送付します。
申込みの必要はありません。

加入医療保険者より受診方
法の案内が届きます。

東松島市国民
健康保険ですか

19歳～39歳の方
（昭和52年4月2日～
平成10年4月1日生）

75歳の方
（昭和16年4月2日～
昭和17年4月1日生）

40歳～74歳の方
（昭和17年4月2日～
昭和52年4月1日生）

76歳の以上の方
（昭和16年4月2日以前生）

希望される方は市へ申込みください。

希望される方は市へ申込みください。

加入医療保険者より受診方法
の案内が届きます。

全員に受診票を送付します。
申込みの必要はありません。

希望される方は市へ申込みください。

自己負担金 無料
※詳細検査希望の方は
　追加料金あり。

自己負担金 無料
※詳細検査希望の方は
　追加料金あり。

医療保険者により自己
負担額が違います

自己負担金 無料
※詳細検査希望の方は
　追加料金あり。

事業者健診が受けられない方

生年月日が
昭和16年4月2日～
昭和16年6月18日生までの方

生年月日が
昭和16年6月19日～
昭和17年4月1日生までの方

東松島市国民健康保険ですか

事業者健診が受けられない方
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まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

地域を「つなぐ」お手伝いを

宮
み や ぎ

城県から派遣

小
こ い ず み

泉 一
か ず し げ

樹さん ４５ 歳

生涯学習課

　出身は石巻市で、旧河南町をはじめ、同市
内の小学校で教員として勤務していまし
た。現在は主に社会教育・生涯学習の推進な
どに取り組んでいます。東松島市の勤務は
初めてで、復興に向けてのコミュニティ再
構築や地域づくりなど大きな責任を感じな
がら業務に励んでいます。市民の皆さんに
いつも温かく笑顔で接していただけること
が何よりもうれしく感じます。
　家庭・地域・学校がより密接につながり、
元気に一歩ずつ前に進めるよう、「つなぐ」
お手伝いができればと思っています。

縁を大切に復興に尽力
　大学時代の６年間を仙台で過ごしまし
た。当時、大雨で吉田川が氾濫し、大学の研
究目的ではありましたが、被害状況の調査
のために東松島市を含む周辺地域に通った
記憶があります。派遣の機会を得たのは何
かの縁だと思いますので、地域復興の役に
立てればと思っています。
　甚大な津波被害を受けた地域では、まだ
まだ長期的な支援が必要だと感じます。今
年３月までの任期ですが、少しでも復興が
進むよう心がけ、任期終了後もできる限り
の応援をしていきたいです。

東京都大
お お た

田区から派遣

矢
や ざ わ

澤 成
な る ひ さ

尚さん ５1歳

建設課

東松島の復興を応援します ～長期派遣職員の紹介～

「国の教育ローン」のご案内

　「国の教育ローン」は政府出資の政策金融機関である日本政策金融公
庫が取り扱う、高校･短大･大学･専修学校や外国の高校などに入学・在学
する子どもをお持ちの家庭を対象として、入学金･授業料･教科書代やア
パート･マンションの敷金・家賃などにもお使いできる公的融資制度で、日本
学生支援機構・宮城県・東松島市の奨学金と併用することも可能です。
■内容
　●融資額　子ども1人につき350万円以内　●利率　年2.05%
　●返　済　15年以内/毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済あり）
　●保　証　（公財）教育資金融資保証基金又は連帯保証人
　●特　例　世帯年収が基準額以内である方や、東日本大震災により被災
　　された方を対象に、通常より低い利率や長い返済期間を利用いただけ
　　る特例措置があります。
※東松島市が行う奨学資金貸付とは異なりますので、ご注意ください。
■問　教育ローンコールセンター　☎0570-008656
　日本政策金融公庫石巻支店　☎0225-94-1201

平成28年度　東松島市奨学金貸与学生募集
　
■貸与条件　学校教育法による高等学校や大学などに修学し、次の要件
　を備える者
　①優秀かつ心身ともに健全で、成業の見込みがあること
　②市内に住所を有し、2年以上居住していること
　③国およびほかの地方公共団体、または公共団体から奨学金
　　などの貸与を受けていないこと
　④所属学校長から奨学生として適格と認められた者であって、かつ宮城
　　県高等学校等育英奨学資金貸与条例施行規則第4条に掲げる学力
　　基準に準ずる者
　⑤宮城県高等学校等育英奨学資金貸与条例施行規則第5条に掲げる
　　経済的基準に準ずる者
　※④⑤の詳しい内容は市ホームページを確認いただくか、下記まで問い
　　合わせください。
■貸与額（新規申込者に限る）
　①高等学校生（中等高等学校の後期課程並びに特別支援学校（盲学
　　校・ろう学校等）の高等部を含む）　　 月額20,000円以内
　②高等専門学校生（1学年～3学年）　　月額20,000円以内
　　　　　　　　　（4学年以上）　　　 月額35,000円以内
　③専修学校生　　（高等課程）　　　　月額20,000円以内
　　　　　　　　　（専門課程）　　　　月額25,000円以内
　④大学・短期大学・大学院生　　　　　 月額35,000円以内
■申込書配布場所　2月15日（月）から、市役所教育総務課、鳴瀬総合支
　所窓口にて申込用紙を配布します
■申込期間　2月15日（月）から3月22日（火）まで、下記で申込みを受け付
　けします
■償還　卒業の1年後から10年以内に月賦・半年賦・年賦のいずれかで償
　還していただきます（無利子）
■問　教育総務課教育総務班　☎内線1258

平成28年東日本大震災東松島市慰霊祭

　2011年（平成23年）3月11日に発生した東日本大震災（地震名:東北地
方太平洋沖地震）により、多くの市民が犠牲になりました。市では、震災発生
から5年となる日に、震災によりお亡くなりになられた方々の霊を慰めるため、
下記のとおり慰霊祭（無宗教、献花方式）を執り行います。
■日時　3月11日（金）　14時30分～16時30分
■場所　東松島市民体育館
　（住所:東松島市小松字上浮足164、矢本第一中学校北隣）
■問　総務課秘書広報班　☎内線1212

■問　総務課人事班　☎内線1218

～復興への原動力、全国の皆さんに感謝～
■派遣元自治体（宮城県外分）
※宮城県外の自治体から派遣のあった都道府県の名称のみで、北から南の順で表
　記します。
北海道、青森県、山形県、栃木県、埼玉県、東京都、神奈川県、岐阜県、静岡県、愛知
県、京都府、大阪府、兵庫県、岡山県、広島県、香川県、愛媛県、福岡県、熊本県
■派遣元自治体（宮城県内分）　宮城県、仙台市
●長期派遣職員の皆さんは、「桜色」のリード（ひも）がついた名札を着用しています。

※人数は、派遣期間の長短を問わず集計しています。■平成27年度分派遣職員内訳
配属先内訳 人数

建設課 13人
復興都市計画課   7人
税務課   6人
農林水産課   6人
復興政策課   5人
福祉課   5人
下水道課   5人
市民協働課   4人
用地対策課   3人
商工観光課   3人

配属先内訳 人数
行政経営課 2人
防災課 2人
環境課 2人
市民課 2人
教育総務課 2人
生活再建支援課 2人
生涯学習課 2人
学校教育課 1人
総務課 1人
総計 　　73人
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まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111
代表FAX　0225-82-8143

〈東松島市内での固定電話の市外局番 0225〉

空間放射線線量率調査結果（市役所西側通用口付近 地上1m:午前8時現在）
測定月日 1月15日 1月16日 1月17日 1月18日 1月19日 1月20日
測定値（単位:μSv/h） 0.031 0.032 0.032 0.047 0.028 0.030

　市では現在、市役所本庁舎西側通用口付近に、国の放射線測定可搬式モニ
タリングポストを設置していることから、この測定結果を掲載します。

※原子力規制委員会のホームページでリアルタイムの測定結果を公表しています。
　URL:http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/
■問　環境課環境班　☎内線1155

東松島市内の放射線測定

イザ！カエルキャラバン！×HANDs!TOGETHER in 東松島
■日時　3月5日（土）10時～12時30分（予定）
■場所　鷹来の森運動公園
■主な内容　楽しくアレンジされた防災体験プログラムを通して、ためたポ
　イントを使いながらおもちゃを交換していきます。遊ばなくなったおもちゃを
　持ってきてもポイントがもらえます。体験する楽しさに加え、防災に関する
　知識を体で覚えていくイベントです。アジア8カ国から集まった防災教育を
　学ぶHANDs!フェローとの交流ゲームもあります
■対象・資格　市内在住の幼児、小学生とその家族
■申し込み　事前申込不要
■共催　東松島市、東松島市自主防災組織連絡協議会、NPO法人プラス・
　アーツ、国際交流基金アジアセンター
※おもちゃの交換会「かえっこバザール」もありますので、遊ばなくなったおも
　ちゃを持ってきてください。
※当日参加いただけるボランティアスタッフ（中学生以上）を募集しています。
　応募される方は、事前研修会（2月中）への参加が必要です。協力できる
　方は、下記まで申し込みください。
■問・申し込み　防災課危機対策班　☎内線1168

市民フォーラム『人育み 人輝く 東松島』
～ 心ひとつに ともに未来へ ～

　東松島市の未来へのみちしるべとなる「東松島市第2次総合計画」、市
の将来人口と定住人口、雇用創出、子育て支援などの施策を示す「東松島
市人口ビジョン・総合戦略」の完成を記念し、これからのまちづくりを市民
の皆さんとともに考える機会として市民フォーラムを開催します。
　市の将来や地域の課題について、市民の皆さんとともに語る場となり
ます。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
■日時　3月1日（火）18時30分～20時30分 
※18時開場。
■場所　市コミュニティセンター1階ホール
■主催　東松島市・東松島市復興まちづくり
　計画市民委員会 （総合計画策定委員会）
■共催　一般社団法人東松島みらいとし機構
■問　復興政策課復興政策班　☎内線1241

▲第2回市民委員会の
　様子（昨年8月6日）

東松島市市制施行10周年記念事業
加藤登紀子コンサート～詩と歌の世界～

　当日のコンサートでは数々のヒット
曲に加え、加

か と う

藤登
と き こ

紀子さんが作詞・作曲
を担当した、宮野森小学校・鳴瀬未来中
学校の校歌を児童・生徒たちとともに披
露される予定です。ぜひ、ご来場くださ
い。
■日時　2月13日（土）15時30分～　
※15時開場。
■場所　市コミュニティセンター
■定員・料金　400席限定で1席2,500円
※前売券のみの販売。全席自由。
■チケット取扱場所　
　市コミュニティセンター、各市民センター、蔵しっくパーク、(株)おいかわ、
　ブックセンター湘南矢本店、(株)文尚堂　※各所、無くなり次第終了。
■問　市コミュニティセンター　☎82-6969（平日9時～17時）

　

東松島型地域住宅 つながるYeah(家)！からのお知らせ
「はじめての墨画～墨画で花を描こう～」ワークショップのご案内

■日時　2月21日（日）14時～16時
■場所　東矢本駅前のモデル住宅（住所:東松島市矢本字下浦196-1）
■対象・定員　地域住民の皆さん10人
■内容　東松島の風土に適した家・エコで快適に過ごせるモデルハウスで、
　水墨画の体験をしてみませんか。水墨画家の一

いちのせき

関恵
え み

美さんを講師に迎え、
　墨画で花を描いてみましょう。どなたでも気軽に参加できます。
■問・申込先　モデル住宅内相談窓口　☎98-8308
　（閉館時は復興政策課リーディングプロジェクト推進班　
　☎内線1242・1243）
※このワークショップは、宮城県の文化事業「芸術銀河（みやぎ県民文化
　創造の祭典）」のもと、運営されます。
URL http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syoubun/event2015.html

石巻税務署からのお知らせ　～所得税等確定申告～

　石巻税務署の申告書作成会場は、隣接のプレハブ庁舎です。
　なお、申告書作成会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合がありま
す。国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用した、自宅
での申告書作成を、ぜひお試しください。
※「給与・年金画面」が新設され、さらに便利になりました。
■開設期間　2月8日（月）～3月15日（火）9時～17時
※土・日曜、祝日は開設していません。駐車可能台数には限りがありますので、
　公共交通機関などを利用してください。15時以降は、混雑する傾向にありま
　すので、早めの来場をおすすめします。会場では、「手引き」や「パソコン」を
　利用し、自分で申告書などの書類を作成していただきます。
■確定申告の問・申告書提出先
　石巻税務署　☎ 0225-22-4151（代表）
　（住所:〒986-0827　石巻市千石町2‐35）
※確定申告に関する一般的な質問は、電話相談センターでお答えしますの
　で、音声案内に従い「0」番を選択してください。

平成２７年国勢調査結果速報
皆さんに提出いただきました、国勢調査の結果は下記のとおりです。

■問　復興政策課地域振興班　☎内線1233

今後、発表されるさまざまなデータを、
市政に役立てていきます。

※この速報値は、宮城県が独自に取りまとめたものであり、後日、総務省
　統計局から発表される確定公表値とは異なる場合があります。

【平成22年より3,385人減少】

【平成22年より159世帯減少】

人　口　39,518人
世帯数　13,854世帯

平成27年10月1日現在（速報値）
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市民協働のまちづくり㉜     みんなが主役のともに復興へ
■問　市民協働課協働推進班　☎内線1281

東松島市地区自治会制度への取り組み ・ ・・ ⑥

■問 市民協働課協働推進班　☎内線1281

○地区自治会組織の設置手順
　①地区自治会の規約の作成 …… 新規または、従前の規約改定など
　②地区自治会費や生活ルールの調整
　　例）自治会費や地区内ルールの調整（清掃ルールなど）
　③役員の選出、報酬額の決定 …… 必須役員を含め必要な役職、人数、報酬額を決定
　④他の関係団体との調整 …… 自主防災組織など
　⑤業務や役割の分担と見直し …… 特定の役員に偏

かたよ

らない地区内での役割分担

○地区自治会への交付金
　●平成２９年度からは、世帯数を基準とする新たな
　　算定方法により交付金額を交付
　●交付金は、役員への報酬や必要により課題解決
　　のための地区事業に活用も可能
　●交付金額は、３年に限り調整率を設けて、大幅な
　　減額や増額に配慮

○地区自治会制度の基本
（１）行政区長・地区センター制度から地区自治会制度へ
　●これまでの地区センターエリアを基本として、地区自治会を設置
　●行政区と地区センターの組織、役割を統合し、地区の代表として
　　地区自治会長を設置
　●地区自治会で、これまでの行政委員（区長・環境衛生推進員等）
　　や地区センター役員の役割などを分担化

（２）行政委員の報酬は交付金化
　●行政区長や土木委員、環境衛生推進員の報酬も交付金として地
　　区自治会へ交付し、地区において役員への報酬や課題解決のた
　　めに活用することが可能
　●業務内容は地区自治会で分担化

（３）地区自治会役員体制
　●地区自治会の役員は、地区からの届出制
　●必須役員は地区自治会長のほか、地域づくり推進・生涯学習推
　　進・保健推進・環境衛生推進・土木・防災の各担当になります。必
　　要により、ほかの役職を配置することや、地区の実情による人数
　　　配置ができ、役職の兼務も可能

　市では、平成２９年４月から地区自治会制度への移行の方針を決定しており、これまで各地域や地区ごとの説明会の
開催、市報などで制度移行のお知らせをしています。
　地区自治会制度への進ちょく状況は、現在までに１８地区（全体の約３割）が地区自治会組織へ移行し、２８年４月から
移行をする地区も１０地区程度の見込みです。今号では、これまでに説明していることも含め、地区自治会組織への移行
に向けたポイントや手順などについて、再度お知らせします。
　なお、１月より各地区において説明会を予定しています。地区の希望する日程（調整）で伺いますので、自治会移行へ
の検討をお願いします。

■問　蔵しっくパーク 　☎84-1770　FAX：84-1770

第7回東松島なべ鍋まつり開催のお知らせ
　今年もあったかいホールに、市内6店舗の個性あふれる自慢の鍋が出店
します。当日は以下のお店が出店します。

【鍋コーナー】
①ちゃんこ萩乃井…元力士が作る本物の鶏肉ちゃんこ鍋
②ファミリー割烹 なかみちや…合鴨肉入りきりたんぽ風醤油風味のかも鍋
③レストランぱらだいす…コンソメ仕立てポトフベースの洋風鍋
④あごら…エゴマ豚が入った旨塩コラーゲン鍋
⑤料理 菅原…辛さがやみつきになるチゲ鍋
⑥食事処 こばると…やわらかい豚肉たっぷりの味噌肉鍋

【おにぎり・飲み物販売コーナー】
あごら…おにぎり・飲み物類を販売しています

【特産品販売コーナー】
オイタミート…東松島ハムなど
※鍋まつりで鍋を食べるには、事前にチケットの購入が必要です。
　チケットは、下記販売所にて、１枚６店舗分がセットになって、
　1,200円で販売します。
■日時　2月27日(土)18時～20時　※ラストオーダー19時30分。
■場所　あったかいホール
■主催　東松島元気なまちづくり委員会　■後援　東松島市食堂組合　
■チケット販売場所
　市役所市民協働課協働推進班、蔵しっくパーク、ちゃんこ萩乃井、
　ファミリー割烹なかみちや、レストランぱらだいす　
■問　市民協働課協働推進班　☎内線1283・1284（平日9時～17時）

▲昨年開催の様子（2月28日、あったかいホール）

■日時　第１回目　４月１６日（土）１０時～１２時
■場所　蔵しっくパーク
※４月からの毎月第３土曜日開催。

新企画 【ボヌール　マルシェ…しあわせ市場】オープン

○ハンドメイドなどの販売ブース　
■出店料　１ブース…個人：５００円、企業・団体：１，０００円
※初回の登録料が100円かかります。
■申し込み　２月２日（火）から、「蔵しっくパーク（ひと・まち交流館）」で
　直接申し込みください

「マルシェ」参加者募集

○キッズプレイルーム　　
■時間　１０時～１４時
■入場料　１００円　※当日お支払いください。
■対象　小学生以下のお子さん

「蔵しっくパーク」の室内が遊びの空間に

■日時　第１回目　入校式４月２日（土）１０時３０分～１２時
■場所　あったかいホール
■受講料　２，５００円（１カ月分）月２～３回隔週土曜日
■募集定員　３０人　※先着順。
■対象　５歳～１０歳のお子さん
※終了後には修了証書をお渡しします。
■申し込み　２月２日（火）９時から、

「蔵しっくパーク（ひと・まち交流館）」に申し込み

ヒップホップなど…みんなでたのしくダンスでカラダを動かそう！
【キッズダンス学園】開校（１年コース）

からのお知らせ
&
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「CityView!」では、市のイベントや地域の話題を、皆さんにお届けします。
＜掲載した写真は、データで提供します。希望の方は問い合わせください。＞

　手作りの鳥居を設けた野蒜海岸で、初日の出客を迎えるイベントが行われました。多
た こ う

幸を願う「た
こあげ」や嵯峨渓では初日の出クルーズも復活しました。イベントを主催した奥松島ビーチハウス
組合から甘酒や蒸しガキが提供され、訪れた人たちは冷えた体を温めながら東松島を代表する冬
の味覚を味わっていました（１月１日、野蒜海岸）

初
日
に
願
う

　
災
い「
去
る
」年
へ

福を呼び込む
縁起の舞

　２５年前から続く恒例の「歳末助け合い　民謡・演歌・股旅・舞踊ショー」が開かれ、
石巻地方の舞踊各流派とカラオケ愛好者の団体など２３団体６０人以上が６８演目を
披露しました。民謡歌手の山

や ま だ

田奈
な つ こ

津子さんや大衆舞踊一座の「武
た け だ き ょ う だ い

田姉弟」も出演し、
歌や股

ま た た び も の

旅物で観客を楽しませました（１２月２０日、大曲市民センター）

　石巻青果花き地方卸売市場を運営する石巻青果（近
お お み

江惠
け い い ち

一社長）の初
は つ い ち し き

市式が行われました。同
市場は昨年、取引額が史上最高の１７４億円を記録しました。出席者はさらなる躍進と、今年も消
費者に新鮮で安全安心な食材を提供する思いを込めて威

い せ い

勢の良い手締めで新年の業務をスター
トさせました（１月５日、石巻青果花き地方卸売市場）

　「東松島えんずの
わり楽

が っ こ う

校」には、小
学生以下の子ども
たちが集まり、ワー
クショップを体験し
ました。宮戸月浜
地区の小正月の伝
統行事えんずのわ
りで飾る「ヒカリの
実」を作り、地域の
文化に理解を深め
ました（１２月２３日、
蔵しっくパーク）

歌や舞踊で地域を明るく

地域の伝統と文化に理解

今
年
も
新
鮮
で

　
安
心
な
野
菜
を
提
供

未来の道を切り開いて前へ
「躍動～自分らしく～」

　平成２８年東松島市成人式が１月１０日（日）、市コミュニティセンターで開かれました。今年の
テーマは「躍動～自分らしく～」で、未来への道を自分らしく切り開いて進もうという思いを込めま
した。対象者448人のうち330人が出席し、振り袖や袴、スーツに身を包んだ若者たちが晴れ舞台
に臨んでいました。
　式では阿部市長が「自分の将来像をしっかりと形にし、揺るぎない信念と決意で人生を切り開い
てください。若さと活力を持つ皆さんが、東松島のまちづくりの主役を担ってくれることを期待し
ています」とエールを送りました。新成人代表の二十歳の決意では、阿

あ べ

部俊
しゅん

さん（行政区等：若葉）
と髙

た か は し

橋美
み ほ

帆さん（行政区等：横沼西）が「新成人としての自覚と責任を持ち、社会に貢献していきた
いと思います。震災で学んだことを伝えることが私たちの使命です。復興の原動力となるよう努力
していきます」と力強く語りました。
　式典後のアトラクションでは、新成人による実行委員会が制作した「恩師からのビデオレター」が
上映されました。思い出の先生方からの心温まるメッセージに、新成人たちは前へ進む思いを新た
にしました

　市の無形民俗文化財である大曲浜獅子舞の新春披露が行われ、大曲浜獅子舞保
存会による勇壮で華麗な舞が住民に元気と笑顔を届けました。今年は１月２、３日の２
日間で約２０カ所を回り、地域の復興と１年の平穏の願いを込めて舞い踊りました。集
団移転団地のあおい地区では、太鼓や笛の軽快なお囃

は や し

子に誘われて多くの人たち
が集まり、にぎやかに新年を祝う行事を楽しんでいました（１月２日、あおい地区）

成人式実行委員会

教師になるため大学で勉学に励んでい
ます。教育者として東松島市の発展に貢
献していきたいですね

久
く ぼ た
保田皓

こうだい
大委員長（筒場）

新成人としての自覚と責任を持ち、地域
に貢献しながら、しっかりと前に進んで
いきたいです

髙
たかはし
橋美

み ほ
帆委員（横沼西）

これまで育んでくれた古里に恩返しをする
ため、学業に専念しています。目標としてい
る薬剤師になり、地元で働きたいです

髙
たかがわ
川英

え り
里副委員長（柳西）

大学では建築を学んでいます。育ててくれた
両親への感謝の気持ちを忘れず、躍進してい
きたいです

加
かとう
藤愛
あいり
梨委員（往還上）

100％


	東松島市報20160201-01ｐ
	東松島市報20160201-02ｐ
	東松島市報20160201-03ｐ
	東松島市報20160201-04ｐ
	東松島市報20160201-05ｐ
	東松島市報20160201-06ｐ
	東松島市報20160201-07ｐ
	東松島市報20160201-08ｐ
	東松島市報20160201-09ｐ
	東松島市報20160201-10ｐ

